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はじめに

豊橋市自然史博物館では ， 昨年東海地方のアマチユ

ア甲虫研究家として知られる小牧市在住の医師， 穂積

俊文博士より ， かつて名古屋市内で採集されたトゲナ

ベブタム シの標本の寄贈を受けた.

トゲナベブタ ムシAphelocheirus nawae Nawaは，岐

阜県産の標本に基づいて記載された昆虫で， カ メ ムシ

目ナベブタムシ科に属する.生活環を通じて清流中に

生息し，日本では愛知県あたりを東限とする本川，九

州， 国外では朝鮮半島 と シベリア南部に分布が知られ

ている (友国ほか， 1995). 

ナベブタムシ科の見虫は ， 成虫ではプラストロ ン呼

吸を ， 幼虫では皮膚呼吸を行い，生活環を通して水中

の酸素を体内に取り入れるため ， 界面活性剤などによ

る水質汚染にきわめて弱い存在として知られている

(友国 ， 1996; 緒方， 2000) . 日 本には，ナベブタ ムシ，

ト ゲナベブタムシ， カワ ムラナベブタ ムシの 3種が知

られているが， 琵琶湖水系特産であったカワムラナベ

ブタムシは 1960年代初期に得られた標本を最後に，

その後確認されていない(友国ほか， 1 995 ) . 今回報

告するトゲナベブタ ムシも現在では，国内で数箇所で

しか生息が確認でき なく なっており， 環境省に より「絶

滅危倶 I 類」に指定されている . したがって ， このた

び寄贈を受けた標本はトゲナベブタムシの分布データ

ならびに愛知県の野生生物保全においてきわめて重要

な意味を持つもの と考え られるので，ここ に詳 しく紹

介したい.

本

l 成虫 (TMNH-I-2 104) ， 1 幼虫 (TMNH-I-21 095 ) , 

石川橋， 1942年 8 月 30 日， 穂積俊文採集.豊橋市自

然史博物館保管(第 l 図). 

石川橋は，愛知県名古屋市昭和区の山崎川にかかる

橋である(第2 図) . なお，同じデータラベルをもっ

標本は，今回寄贈を受けた 2個体以外に， 別に l 個体

現存し， 佐藤正孝博士の下に保管されている .

愛知県内のトゲナベブタムシに関する文献

浅間・家城 (1990) は ， 愛知県の異麹日 についてま

と めたが， トゲナベブタム シはリス ト の中に含まれて

いない. しかしながら，友国ほか ( 1995 ) ，友国(1996) に，

「基準産地の岐阜県や愛知県のいくつかの河川には多

産したことが古い文献に記されており(以下省略)J 

とあるように，いくつかの文献にその記録をみること

カfでき る .

こ れまでの筆者の調査の結果，愛知県内のトゲナベ

ブタムシに関して以下の文献記録が確認された(年代

)11買に配列). 
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第 1 図.愛知県産トゲナベブタムシ.
A, TMNH-I-21094標本 B ， A と同じ個体(汚れ
などを除去し再マウントしたもの) ; C，標本に
つけられていたラベル; D, TMNH-I-21095標本.

1934 年 8 月 29 日に幡豆郡西尾町八ッ面で採集した l メ

ス、ならびに長野県上田市で宮本正一氏が採集した l

オスの記録を紹介.

穂積俊文， 1945，愛知の見識誌， 5(11): 64. 

服部(1937) の記録を受け， 1942年 8 月に石川橋を

訪れ，多数の生息を確認したことを報告している.今

回寄贈を受けた標本は，この報文の調査年月と一致し

ていることから，その証拠標本であると判断できる.

なお，同文中には，東春日井郡勝川付近(現・春日井

市)の庄内川にも生息し，魚、肉等を川に放置すればこ

れに集まるといった情報があることもあわせて紹介し

ている.

佐藤正孝， 1955，名古屋生物同好会々報， 3(1): 2. 

トゲナベブタムシの名古屋付近の記録として“自然

クラブ Pamphlet VIlI, No . 34." (筆者不詳，発行年不

明)を引用している.残念ながらこの文献は実見でき

ていない.

中根猛彦， 1964 ， 京都の自然， p. 16 1. 

本文中に以下のような記述がある.

i(前略) トゲナベブタムシは京都ではまだとった

ことがないが，名古屋東部の石川橋の近くでは多数採

集して暫く飼ったことがある.J 

大原昌宏北海道大学助教授のご好意によって，現在

北海道大学博物館に保管されている故・中根猛彦博士

が所蔵していた昆虫標本コレクションを調査していた

だいたが，残念ながら，上記の記述に合うものも含め

トゲナベブタムシの標本は 1 個体も見出すことはで

きなかった.

考察

第2図.現在の山崎川石川橋付近. (2004 年 6 月撮影) 愛知県は， トゲナベブタムシの囲内における分布東

限地として注目される地域であるが，その情報はきわ

めて貧しい.文献または残された標本から，名古屋市

服部唐古， 1937，昆晶界， 5(43): 821-822 昭和区石川橋付近の山崎川，西尾市八ッ面，春日井市

1937 年 5 月 13 日に石川橋楓橋付近の山崎川に多産 勝川橋付近の庄内川の 3箇所から採集記録があること

することを報告.発見できるのは，石川橋と楓橋の聞 が確認された.また今回博物館に寄贈された石川橋産

付近のみで，川底に拳大の石がある水深lOcm ~ 30cm の標本は、穂積(1945) の証拠標本にあたるものであっ

のところに最も多いとしている. た.石川橋以外の産地の標本については確認できてい

ない.

山田満寛， 1939，むし， 12 (1): 62. 愛知県環境部自然保護課 (2002) は，愛知県の絶滅

朝鮮半島産の記録を掲載する中で，比較資料として のおそれのある野生生物をまとめたが，これにはトゲ
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ナベブタムシは掲載されていない. しかし，これまで

述べてきたように， トゲナベブタムシが愛知県内に生

息していたことは，確実で、ある.さらに 1942年以降

確実な生息情報が得られていないことから，愛知県環

境部自然保護課 (2002) の評価区分基準に従うと「絶

j威」のカテゴリーに入るものとみなされる.

石田・吉安 (2004) によると， トゲナベブタムシが

現在も生息している兵庫県武庫川の生息環境は，河床

は中蝶やときに大蝶(径 64 ~ 256mm) が混じるが砂

と細礁の占める割合が高く，溶存酸素量は 8.3mg/l ，

流速は比較的速い 4 1.9cm/sec. ß 中腐水性水域で，カ

ワニナ類やシマトピケラ類が多く，マダラカゲロウ類，

コカゲロウ類，モンカゲロウなとごの水生見虫も豊富で

あると報告している.戦前の石川橋付近も，カワニナ

が多く，ゲンジボタルの発生がみられた(中根， 1964 

;佐藤正孝，私信).
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